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研究成果の概要（和文）：動脈硬化疾患は慢性炎症を基盤とした病態であり、白血球は動脈硬化ならびに心臓リ
ハにおいて重要な役割を持つ。新しく作成した微細血管モデルを用いて、白血球活性化の指標を検討し論文発表
した(Heart & Vessels 2020)。対象は、健常者79例、糖尿病患者42例、急性冠症候群36例。健常者に比べ糖尿病
患者や急性冠症候群患者ではヘパリン採血管と(ヘパリン＋EDTA-2Na採血管)の全血通過時間の差ならびに接着白
血球数は増加した。ヘパリン採血管とヘパリン＋EDTA-2Na採血管の全血通過時間の差は、MPO濃度、接着白血球
数と正の相関を示し、白血球活性化のマーカーとして使用できることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study reports a novel method for assessment of leukocyte activation 
with a new designed microchannel array chip for microchannel array flow analysis. Study subjects 
were 79 healthy volunteers and 42 patients with type 2 diabetes mellitus (DM) and 36 patients with 
acute coronary syndrome (ACS). By using the anticoagulants heparin and ethylene-diamine-tetraacetic 
acid (EDTA)-2Na which inhibits platelets and leukocytes by chelating Ca++, we were able to quantify 
leukocyte rheological activation by the subtraction of passage time of blood treated with both 
heparin and EDTA-2Na from that of blood with heparin only. There was a significant correlation 
between delta whole blood passage time {(heparin tube) - (EDTA-2Na + heparin)} and serum levels of 
myeloperoxidase and adhesive leukocyte number, respectively, even in blood from patients with DM or 
ACS. In conclusion we have developed a clinically feasible method for assessing leukocyte 
rheological activation in whole blood in ex vivo.

研究分野： リハビリテーション

キーワード： 血液流動性　エイコサペンタエン酸　運動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
白血球の微小血管での挙動は動脈硬化ならびに心臓リハにおいて重要な意味を持つが、これまで臨床で使用でき
るパラメーターが存在しなかった。私たちは、新しく作成した微細血管モデルを用いて、白血球活性化の臨床で
使用できる指標を検討し、論文発表した。これまで計測時間を検査者の肉眼による接着白血球数に頼ってきた
が、ヘパリン採血管とヘパリン＋EDTA-2Na採血管の全血通過時間の差は、MPO濃度、接着白血球数と正の相関を
示し、白血球活性化のマーカーとして使用できることが示された。本研究結果は心リハの今後の臨床ならびに研
究に大きく貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
動脈硬化疾患は慢性炎症を基盤とした病態であり、白血球や白血球と血小板の相互作用は動脈

硬化において重要な役割を持つ。我々は微小循環での白血球活性化を評価するシステムを開発し、

糖尿病や急性冠症候群症例でその評価システムを試用した。今回、心筋微小血管を模したシリコ

ン微細加工を利用したマイクロチャネルアレイ回路による新しい微小血管モデルを開発した。こ

のモデルでは血液細胞の動きが全血のまま無染色で観察可能である。赤血球や白血球が一時的に

毛細血管を通過する際に、変形し、凝集するのが観察でき、マイクロチャネルの直径が段階的に

減少するため、血小板の活性化が少ない利点がある。 
 また、エイコサペンタエン酸(EPA) は魚介類の油に多く含まれる n-3 系高度不飽和脂肪酸の

一種で、血小板凝集能を低下させ血液流動性を改善する 1-3。脂質異常症患者を対象とした JELIS

研究で、EPA が心血管イベント 1 次予防に有効であることも明らかとなった 4。一方、最近の報

告によれば、健常者において EPA を積極的に摂取する事が赤血球膜のリン脂質の EPA 成分を増

やし心筋及び骨格筋の酸素取り込み能を増加させ運動効率を誘導したが、その機序は不明である

5,6。そこで急性冠症候群や心不全で心臓リハビリに参加予定の患者を対象として、EPA を積極的

に摂取する追加行為が、血液流動性を改善し白血球活性化を抑えて運動耐容能を改善するかをプ

ラセボ対照の二重盲検法による無作為化割り付け比較試験を実施する。 
 
２．研究の目的 
研究１．新しく作成した心筋微小血管を模したマイクロチャネルアレイ回路による微細血管モ
デルを用いて、流動中の白血球活性化の指標を検討した。 
 
研究２．急性冠症候群や心不全で心臓リハビリに参加予定の患者を対象として、EPA を積極的に
摂取する追加行為が、血液流動性を改善し白血球活性化を抑えて運動耐容能を改善するかをプ
ラセボ対照の二重盲検法による無作為化割り付け比較試験を実施する。 
 
３．研究の方法 

研究１: 微小循環と血液流動性に関する横断＋縦断研究 

対象は、健常者・糖尿病患者・虚血性心血管患者。新しく開発したマイクロ流路を Microchannel 
flow analyzer に組み込んで血液流動性と白血球の活性度の測定を行う。 
研究 2：二重盲検無作為化比較試験 

慢性心不全患者もしくは急性冠症候群で PCI 施行後の患者。 

(1)選択基準 

(a)同意取得時の年齢が 40 歳以上 80 歳以下。 

(b)LVEF40%未満または BNP 80pg/ml 以上の慢性心不全患者もしくは急性冠症候群で PCI 施

行後の患者。  

(c)運動療法を行う意志があり、3 ヶ月間週 1 回程度外来心臓リハビリテーションに通院可能か

それに準じる運動療法を自宅で実施できる患者 

(d)EPA 製剤（サプリメントも含めて）を投薬されていない患者、ただし EPA 製剤を 8 週間休

薬した患者は可とする。 

(２)除外基準 

(a) 3 ヶ月以内に脳血管疾患の既往のある患者 

(b)急性心不全、慢性心不全急性増悪にある患者  

(c)妊娠および授乳中の婦人、または妊娠している可能性のある人 

(d)概算糸球体濾過量(eGFR)30 ml/分/1.73 ml 未満  

(e)ワーファリン、新規抗凝固薬(NOAC)であるダビガトラン、リバロキサバン、エドキサバン、



アピキサバンを内服している患者  

(f)その他、主治医が本臨床試験を実施するのに不適当と認めた患者 

(g)心房細動 

同意取得のあとに、選択除外基準に関する必要な検査を行う。登録、治療の割り付けがされ、治

療開始からは採血が必要な検査を 4、12 週、24 週に行い、CPX を 12 週、24 週に行う 

研究 2 プロトコールの流れ図 
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４．研究成果 

今回心筋モデルに新しいマイクロチャネルチップを作成し、そのモデルを用いて白血球活性

化の指標を検討した。白血球は活性化するとカルシウム依存的にミオシン重合し、偽足を形成

し、接着分子が増加し、遊走しやすくなる。今回の実験では 2 種類の作用機序の異なる抗凝固

剤を用いた。ヘパリンはアンチトロンビンⅢを活性化させ、凝固能を間接的に阻害するため、

白血球や血漿はほぼ in vivo の状態を再現している。一方で EDTA-2Na はカルシウムをキレー

トするため、白血球や血小板のカルシウム依存性の活性化を抑制する。接着白血球数と、MPO
濃度はヘパリン採血管とヘパリン+EDTA-2Na 採血管の補正通過時間の差に相関した。本研究

で MC-FAN を用いて全血で検査を行える新しいデザインのマイクロチャネル回路を開発した。

ヘパリン採血管とヘパリン+EDTA-2Na 採血管の補正通過時間の差は、白血球活性化指標とし

て臨床応用可能である。 
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研究 2 には 43 名の患者が登録され、同意取得後、2 例が同意撤回し、1 例が心房細動を発症し

て抗凝固薬（DOAC）が開始されたため除外基準に当たり、最終的に 40 例が無作為化割付され、

各群 20 例ずつとなった。その後 A 群で 1 例、腎機能障害が軽度進行したため、担当医の判断で

ドロップアウトし、B 群で 1 例移動のためフォローアップできなかった。最終的に 38 例（各群

19 例ずつ）が主要評価項目の CPX を施行した。 

脂肪酸分画ではアラキドン酸、エイコサペンタエン酸、ドコサヘキサエン酸、EPA/AA に有意差

を認め無かった。運動習慣の割合、末梢動脈疾患、糖尿病、高血圧の合併、喫煙状況は両群間で

有意差は無く、ベースライン時の peak VO2、血液流動性検査においても両群間で有意差は無か

った。年齢、体重、登録時白血球数、収縮期血圧、HDL-コレステロール値、中性脂肪値に両群

間で若干の有意差を認めた。 

主要評価項目である「投与開始後 12 週時点での CPX 時の同一強度(投与開始前 CPX の最高酸

素摂取量時の負荷量の 60％)の酸素摂取量とそのベースラインからの差」は、両群間に有意差を

認めなかった。副次評価項目としてプラセボ群にも 12 週以降は実薬を内服して、投与開始後 24

週時点での CPX 時の同一強度の酸素摂取量と 12 週時点との差を見たが、明らかな有意差は認

められなかった。各群でベースライン時、12 週、24 週との比較も検討したが有意差は認められ

なかった。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
田宮 創、田村由馬、餅 脩佑、赤澤祐介、永坂優美、伴場信之、安 隆則． 7

 １．著者名



2017年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
メディックスクラブ併用により運動アドヒアランスが向上した壮年期心不全の1例

理学療法とちぎ 51-54

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
寺島雅人、田村由馬、落合 香、髙橋英里、田宮 創、江原恭介、工藤玲佳、鶴見知己、山口佳奈、星合
愛、安 隆則
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
糖尿病性腎症における活動量計及び質問紙の身体活動量の差異

理学療法とちぎ 29-36

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
田宮 創、田村由馬、餅 脩佑、赤澤祐介、永坂優美、伴場信之、安 隆則 7

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
透析患者への下肢骨格筋電気刺激が下肢の除水に与える影響について

理学療法とちぎ 41-43

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
松井瞭友、田村由馬、山越聖子、寺島雅人、鶴見知己、安 隆則 7

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
CAODを用いた入院と外来心臓リハビリテーション患者の作業機能障害の比較.

日本心臓リハビリテーション学会誌 75-79

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
須藤誠、田村由馬、工藤玲佳、鶴見知己、寺島雅人、田宮創、餅脩佑、江原恭介、落合香、星合愛、上野
明日香、上間貴子、杉村浩之、堀江康人、安隆則
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
田村由馬、工藤玲佳、田宮創、寺島雅人、鶴見知己、須藤誠、関谷直樹、小林孝次、福田瑞恵、矢嶋俊
一、中口和彦、安隆則
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 ４．巻
田村由馬、江原恭介、田宮創、工藤玲佳、寺島雅人、鶴見知己、須藤誠、落合香、髙橋英里、星合愛、上
野明日香、清水理葉、松下恭、福田宏嗣、安隆則
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
末梢動脈疾患患者に対する心肺運動負荷試験の負荷方法での比較

理学療法とちぎ 45-49

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
江原恭介、田村由馬、落合 香、工藤玲佳、松井瞭友、永坂優美、田宮 創、須藤 誠、清水理葉、松下
恭、杉村浩之、安 隆則
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
鶴見知己、田村由馬、田宮 創、寺島雅人、工藤玲佳、須藤誠、小倉佳子、大西優子、下山正博、星合
愛、上野明日香、堀江康人、安 隆則
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Diabetes Metab. 430～437

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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 １．著者名

10.1007/s00380-017-0988-1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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 １．発表者名
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SGLT-2阻害薬が血液流動性、白血球活性化および酸化ストレスに与える影響の検討
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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16
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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第84回日本循環器学会学術集会

第658回日本内科学会関東地方会

第10回日本腎臓リハビリテーション学会各術集会

第10回日本腎臓リハビリテーション学会各術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takanori Yasu

中谷祐己、伴場信之、山本紘嗣、安隆則

鶴見知己、田村由馬, 田宮創, 寺島雅人、星合愛、上野明日香、石川まゆ子、下山正博、中谷祐己、堀江康人、安隆則

田宮創、田村由馬, 伴場信之、安隆則

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

透析中の神経筋電気刺激は平均血糖変動幅（MAGE）を低下させる

理学療法士による運動指導が糖尿病性腎症患者の脂質代謝、腎機能、新規心大血管疾患発症リスクに与える影響

Effects of Long-term Dapagliflozin Treatment on Hemorheology, Leukocyte Activation, and Oxidative Stress (D-PATH Study)

汎下垂体機能低下症の壮年期男性に対しGH補充を行い、身長を伸ばし得ることが出来た1症例
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第657回日本内科学会関東地方会

第254回日本循環器学会関東甲信越地方会

AHA(American Heart Association)（国際学会）

AHA(American Heart Association)（国際学会）

 ３．学会等名

小野翔也、長尾萌子、下山正博、上間貴子、星合愛、杉山拓史、河邉篤彦、巴崇、安隆則、堀江康人、杉村浩之、原澤寛
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

前野栄孝、安隆則、中谷祐己、伴場信之

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Octreotide scintigraphyを行うも局在診断が出来なかった異所性先端巨大症の1例

左肺動脈欠損を合併した肺動脈性肺高血圧症に対しセレキシパグが著効した1例

Novel Method for Assessing Leukocyte Rheology in Whole Blood

Evaluation of the Intra-Left Ventricular Pressure Inversion Phenomenon During Early Diastole in Patients with a Left
Ventricular Aneurysm by Vector Flow Mapping

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名
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2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第56回日本臨床生理学会総会

第10回国際観光医療学会学術集会

寺島雅人, 田村由馬, 田宮創,鶴見知己、星合愛、上野明日香、安隆則

鶴見知己、田村由馬、田宮創、寺島雅人、小倉佳子、大西優子、星合愛、堀江康人、中元隆明、安隆則

関根栞、有坂安弘、藤原信里、小山田諒、吉原一紀、佐々木祐実、神山匠、石川まゆ子、上野明日香、安隆則

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
第42回栃木県透析医学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

落合香、田村由馬, 田宮創, 寺島雅人, 鶴見知己、岩上 茜、斎藤 望美、星合 愛、安隆則

 ３．学会等名

心疾患患者の下肢筋質評価は運動耐容能の規定要因となる

旅行透析患者に対する運動療法の提案

止血困難症例に対するヘムコンドット使用報告

骨格筋電気刺激が微小循環に与える影響～in vivid とex vivoでの観察

第4回日本心臓リハビリテーション学会関東甲信越支部地方会



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第4回日本心臓リハビリテーション学会関東甲信越支部地方会

第67回日本心臓病学会学術集会

第４回日本心血管理学療法学会学術大会

第6回日本糖尿病理学療法学会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

寺島雅人, 田村由馬, 田宮創, 落合香, 江原恭介,工藤玲佳, 鶴見知己、星合愛、安隆則

鶴見知己、田村由馬, 田宮創, 寺島雅人, 星合愛、上野明日香、石川まゆ子、下山正博、中谷祐己、安隆則

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名
鶴見知己、田村由馬, 田宮創, 寺島雅人,星合愛、上野明日香、石川まゆ子、下山正博、中谷祐己、安隆則

心疾患患者における疾患背景が骨格筋の質的評価に与える影響

3ヶ月間の神経筋電気刺激により血糖変動と酸化ストレスが改善した糖尿病性腎症維持透析患者の1例

糖尿病性腎症維持透析患者に対する透析中の神経筋電気刺激が血糖変動に与える影響

インフルエンザウイルス感染による血性心嚢液貯留を認めた症例

 １．発表者名
杉山拓史、長尾萌子、巴崇、河邉篤彦、星合愛、上間貴子、堀江康人、杉村浩之、安隆則

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

第6回日本糖尿病理学療法学会学術大会

第38回日本臨床運動療法学会学術集会

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第25回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

田村由馬, 田宮創, 安隆則

星合 愛,田村 由馬,鶴見 知己,寺島 雅人,田宮 創,長尾 萌子,巴 崇,杉山 拓史,上野 明日香,上間 貴子,堀江 康人,杉村 浩之,安 隆則

田宮創,田村由馬,安隆則

江原恭介,田村由馬, 田宮創,  寺島雅人, 鶴見知己, 須藤誠、清水理葉、松下恭、福田宏嗣、星合愛、上野明日香、堀江康人、安隆則

第38回日本臨床運動療法学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

糖尿病透析予防指導における理学療法士の介入効果

高齢肺動脈性肺高血圧症に対してPGI2持続皮下注と心臓リハビリを導入し、再入院を防止できた一例.

座位時間の延長は腎疾患患者の腎機能低下を助長させる

末梢動脈疾患運動療法における下肢温浴の付加治療効果の検討
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2018年
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2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第63回日本透析医学会学術集会・総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第63回日本透析医学会学術集会・総会

下山正博、鶴見知己、上野明日香、田村由馬、長尾萌子、星合愛、安隆則

藤原信里、有坂安弘、小山田諒、金子義郎、吉原一紀、関根栞、佐々木祐実、神山匠、上野明日香、下山正博、安隆則

鶴見知己、田村由馬、寺島雅人、星合愛、上野明日香、石川まゆ子、下山正博、堀江康人、安隆則

中谷祐己、西平由理、下山正博、上野明日香、上間貴子、石川まゆ子、堀江康人、伴場信之、安隆則、原澤寛

第63回日本透析医学会学術集会・総会

第63回日本透析医学会学術集会・総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

透析時リハビリテーション導入6カ月後の血圧変動

血液透析回路内凝固抑制の取り組み

透析中の運動療法によるSPPBの変化と関連要因

GLP-1受容体作動薬・SGLT-2阻害薬により腎不全期から腎機能の改善を認めた2型糖尿病の1例
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 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第55回日本リハビリテーション医学会学術集会（招待講演）

日本超音波医学会第91回学術集会

第63回日本透析医学会学術集会

安隆則

安隆則、松島一雄、和田浩、上間貴子

安隆則

安隆則

日本超音波医学会第91回学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

慢性血栓塞栓性肺高血圧の肺動脈拡張術後のリハビリテーション

摂食ならびに運動負荷が閉塞性肥大型心筋症の左室流出路狭窄に与える影響

糖尿病性腎症患者のリハビリ戦略

摂食ならびに運動負荷が閉塞性肥大型心筋症の左室流出路狭窄に与える影響

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第8回腎臓リハビリテーション学会

日本内科学会第639回関東地方会

第24回日本ヘモレオロジー学会総会（招待講演）

 ３．学会等名

安隆則、上間貴子、星合愛、杉山拓史、巴崇、長尾萌子、加藤洋、宮地和人、堀江康人、杉村浩之

安隆則

安隆則、田村由馬、落合香、田宮創、星合愛、下山正博

田宮創、餅脩佑、赤澤祐介、永坂優美、田村由馬、伴場信之、安隆則

第8回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

アドリアマイシン心筋症により慢性心不全となり亡くなった胃Maltリンパ腫の1剖検例

LDL減少治療後の残余リスクに対するアプローチ：中性脂肪と遊離脂肪酸と白血球

糖尿病性腎症にPADを合併した患者のリハビリ戦略：積極的運動療法とsedentary time短縮の意義

糖尿病性腎症（DMN）患者における質問紙と活動量計による身体活動量の差異

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ３．学会等名
第21回栃木県理学療法士会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回栃木県理学療法士会学術大会

君田祥一、田宮創、田村由馬、安隆則、渡邉由佳

鶴見知己、田村由馬、高橋英里、寺島雅人、餅脩佑、安隆則

工藤玲佳、田村由馬、落合香、餅脩佑、安隆則

田宮創、永坂優美、田村由馬、伴場信之、安隆則

第21回栃木県理学療法士会学術大会

第21回栃木県理学療法士会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症を伴うパーキンソン病患者（Probable DLB）にLSVT○RBIGを施行し運動症状の改善がみられた一例

高齢肺動脈性肺高血圧患者に対してトレプロスト持続皮下注投下に安全に運動療法を実施できた1例

アドヒアランス不良による狭心症を契機に透析導入となった若年症例の行動変容について

糖尿病性腎症における座位時間の延長は腎機能低下を助長させる

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第38回日本臨床薬理学会学術総会

第38回日本臨床薬理学会学術総会

第246回日本循環器学会関東甲信越地方会

安隆則、中谷祐己、伴場信之、新島昭子、田村由馬、岩瀬利康、植田真一郎、大屋祐輔、横川晃治

新島昭子、田村由馬、岩瀬利康、安隆則

星合愛、長尾萌子、巴崇、杉山拓史、上野明日香、上間貴子、石川まゆ子、下山正博、安隆則、田村由馬、堀江康人、杉村浩之

安隆則

第4回日本血管血流学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

無作為化比較試験プロトコール：Dapagliflozin長期投与が血液流動性と白血球活性化と酸化ストレスに与える効果の検討

臨床研究支援室立ち上げから医師主導型臨床研究と治験・企業治験でのCRCの役割

高齢肺動脈性肺高血圧症に対してトレプロスト持続皮下注と心臓リハビリを導入し、在宅ケアに移行できた1例

「～健康長寿社会に向けた各学問分野からの提言～」医学2血流の立場から

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第8回栃木県作業療法学会

第21回総合理学療法研究会

第21回総合理学療法研究会

 ３．学会等名

江原恭介、工藤玲佳、田村由馬、須藤誠、田宮創、落合香、安隆則

工藤玲佳、田村由馬、須藤誠、田宮創、落合香、安隆則

落合香、田村由馬、江原恭介、寺島雅人、永坂優美、餅脩佑、松井瞭友、小野崎智寿子、谷中弘一、星合愛、安隆則

須藤誠、田村由馬、中口和彦、矢嶋俊一、安隆則

第4回日本血管血流学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

歩行機能が改善した末梢動脈疾患患者における心理的要因の一考察.

心疾患再発予防におけるポピュレーションアプローチ

骨格筋電気刺激が若い健常者の血液流動性に与える影響

日光リハネット研修事業の取り組み

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本心臓リハビリテーション学会第2回関東甲信越支部地方会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回日本心臓病学会学術集会

堀江康人、安隆則、上野明日香、杉山拓史、河邉篤彦、下山正博、石川まゆ子、上間貴子、巴崇、星合愛、杉村浩之

落合香、田村由馬、江原恭介、寺島雅人、餅脩佑、松井瞭友、小野崎智寿子、谷中弘一、安隆則

工藤玲佳、田村由馬、山越聖子、星合愛、安隆則

田宮創、田村由馬、赤澤祐介、永坂優美、伴場信之、安隆則

日本心臓リハビリテーション学会第2回関東甲信越支部地方会

日本心臓リハビリテーション学会第2回関東甲信越支部地方会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

本態性高血圧患者におけるアンギオテンシンⅡ受容体拮抗薬の血清尿酸値と血管内皮機能に及ぼす影響

骨格筋電気刺激運動とサイクルエルゴメーター運動における血液流動性の比較

座位足開閉テストによるサルコぺニア予測の可能性

糖尿病性腎症（DMN）患者における座位時間の延長は新規心血管イベント発症及び全死亡リスクを上昇させる

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第23回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第23回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第23回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

須藤誠、田村由馬、落合香、田宮創、高橋英里、永坂優美、 餅脩佑、江原恭介、山口佳奈、上野明日香、安隆則

田村由馬、落合香、上野明日香、田宮創、餅脩佑、江原恭介、工藤玲佳、寺島雅人、高橋英里、須藤誠、清水理葉、安隆則

寺島雅人、田村由馬、田宮創、餅脩佑、落合香、江原恭介、上野明日香、安隆則

田村由馬、落合香、田宮創、餅脩佑、江原恭介、安隆則

第20回総合理学療法研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

急性心筋梗塞患者の作業機能障害に対する作業療法～CAODを用いて～

メディックスクラブと外来心リハの併用が奏効した1症例

心臓リハビリテーション患者における骨格筋超音波輝度と心・腎機能の関連

受動的方法によるCPX測定の可能性

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回総合理学療法研究会

第20回総合理学療法研究会

第20回総合理学療法研究会

 ３．学会等名

江原恭介、田村由馬、落合香、清水理葉、安隆則

田宮創、赤澤祐介、永坂優美、伴場信之、田村由馬、安隆則

餅脩佑、田村由馬、落合香、江原恭介、田宮創、安隆則

寺島雅人、田村由馬、田宮創、餅脩佑、安隆則

第20回総合理学療法研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

末梢動脈疾患患者に対する温浴療法の作用効果

糖尿病性腎症Ⅱ期における運動指導の有効性

骨格筋電気刺激が肺高血圧症患者に及ぼす影響の検討

心疾患患者の運動耐容能と骨格筋評価の関連～筋の質的評価を含めた検討～

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

第52回日本理学療法学術大会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回総合理学療法研究会

松井瞭友、田村由馬、田宮創、江原恭介、餅脩佑、安隆則

小山田諒、有坂安弘、齋藤貴規、藤原信里、金子義郎、吉原一紀、石川まゆ子、下山正博、安隆則

安隆則

寺島雅人、田村由馬、落合香、田宮創、江原恭介、松井瞭友、永坂優美、餅脩佑、工藤玲佳、安隆則

第62回日本透析医学会学術集会

第54回日本リハビリテーション医学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

維持透析患者の透析前後における体水分布と骨格筋の変化について

透析室移転を経験して

末梢動脈疾患のリハビリテーション最前線

心臓リハビリテーション患者における運動耐容能と骨格筋評価の関係について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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白血球の活性化度の測定装置及び測定方法 安他2名

第4回日本臨床作業療法学会学術大会

Kyushu Prevent in 2017（招待講演）

European Jornal of Preventive Cardiology 24,107. 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

須藤誠、田村由馬、飯塚裕介、鎌田春香、安隆則

安隆則

Tamura Y, Ochiai K, Fujiwara C, Yamaguchi K, Ueno A, Ishikawa M, Ehara K, Nagasaka Y, Mochi S, Kudou R, Yasu T.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

心疾患患者における作業機能障害

血管疾患の予防「大血管、末梢血管疾患の２次予防」

Effects of incremental electro skeletal muscle stimulation on oxygen uptake and serum levels of lactic acid and
catecholamine in healthy young Japanese.


